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マーケティング・企画

セ ミ ナ ー の ね ら い

 　「マーケティング思考」の習得は、いまや全社員に求められる時代で
す。まず自社と他社の分析を行い、自社のどの部分が最大価値を生むの
かを確認し、その最大価値を生かす実践策を練り上げ、戦術を実行に移
すフローを全社的に行うことにより、同業他社に差をつけることができ
るのです。

　本講座では、
（1）事例を交えたマーケティングの基礎（おさえるべき基本用語、戦略理

論、原則など）
（2）ビジネスに不可欠なマーケティングの切り口についてのヒント
（3）戦略から戦術へのマーケティングの流れとその実践策

について学びます。

　「日本経済新聞（朝刊）」「日経MJ（流通新聞）」「日経産業新聞」の掲
載記事を副教材として活用します。

　本講座は、新人の方やマーケティング部門の新任の方のみならず、全
社のビジネスパーソンが「マーケティング思考」を習得するために最適
です。また、「ビジネス知力」を診断・育成する「日経TEST」の受験準備講
座、フォローアップ講座としてもご活用ください。 

 マーケティング思考の「基本の型」が1日で身につく
人気定番講座 

 基礎から学ぶマーケティング 
 日経新聞、日経ＭＪ、日経産業新聞の記事からベーシックセオリーを解説 

 市川 晃久  氏
 （株）ウィンテルコンサルティンググループ
代表取締役 

 1991年慶応義塾大学卒業後、ダイエーにて
デリカテッセン売場責任者、人事本部で教
育訓練を担当。95年中堅スーパーマーケッ
トの社長室長に就任。早稲田大学ビジネススクールでマーケティン
グ、管理会計を修得。97年ウィンテルコンサルティンググループを設
立。各業種のトップ企業を中心に、各社の経営・マーケティング戦略
の立案、社内研修、マーケティング教材の開発、セミナー講師等で活
躍中。常に最新の動向・事例に基づく実践的で明快な指導には定評
がある。
主な著書に『店長・バイヤーは、あなたが動かす。量販店営業で勝ち
残る鉄則』（日本経済新聞出版社/2008年1月）がある。 

 ●  マーケティングとは…
  「全社で考えるべきマーケティングの重要性」

●  業種ごとの「マーケティング特性」

●  3C分析の考え方

●  「 顧客」と「ターゲット市場」の選定

●  4P戦略「自社の価値の最大化」 

日 時
 2019年9月20日（金） 
 10:00～17:00 

会 場
 日本経済新聞社6階

「日経・大手町セミナールーム1」
（日経カンファレンス&セミナールーム内） 

受講料  37,800円（税込み） 

対象者  マネージャー、リーダー、新任、課長、若手、
新入社員、内定者 

レベル  基礎、実践 
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会計・財務分析

プ ロ グラム

セ ミ ナ ー の ね ら い

 景気回復のはっきりとした兆しが見えず、円高による収益の目減りが
進む不透明な経済環境のなかで、収益性を改善する王道は、原価のしく
みを把握し、マネジメントしていくことです。企業内のコスト構造をしっか
りと把握することで、収益との関係が明確になり、利益を生み出すため
には何をすればいいのかが、打ち手が導き出せます。メーカー向けと思
われる原価計算ですが、マネジメントの立場からは、小売業やサービス
業など幅広い業種で活用できます。

この講座では、原価計算の基本からコスト構造の把握方法を学び、マ
ネジメント、経営に役立てる原価管理、管理会計とはどのようなものな
のかを事例を通じて学んでいきます。経理だけでなく、営業や事業企画
など幅広い部門で活用いただけるよう、基本事項からていねいに解説し
ます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 マネジメントに活用する損益分岐点分析の基本 

 原価計算と管理会計の基礎知識 
 営業や事業企画など幅広い部門で活用できる、原価計算の基本からコスト構造の把握方法を学び、
マネジメント、経営に役立てる原価管理、管理会計の基本を事例を通じて学びます 

 南 俊基  氏
 南公認会計士事務所代表、公認会計士 

 早稲田大学政治経済学部経済学科卒業、
慶應義塾大学大学院経営管理研究科修
了。監査法人トーマツにて、財務調査を中心
に会社更生法監査、事業再編等を担当。そ
の後、ソニーグループの経営戦略コンサル
ティング会社にて原価管理体制の構築、グループ会社再編等の財務
戦略の立案、また財務省理財局にて財政投融資調査業務に従事。
上場バイオベンチャーの役員を経て現職。メーカー、医療機関、バイ
オベンチャー等に対して、財務戦略、コスト管理、事業再編に関する
コンサルティングを行っている。併せて、会計・財務等の企業研修を
数多く手がけている。公認会計士、税理士、日本証券アナリスト協会
検定会員。 

 ●  イントロダクション

●  原価のしくみを理解する
  ～変動費と固定費

●  業種ごとの原価計算

●  よくわかる損益分岐点分析（CVP分析）

●  原価計算の基本

●  標準原価計算の基礎と活用法

●  原価計算と管理会計で何が見えてくるか 

日 時
 2019年11月14日（木） 
 10:00～17:00 

会 場  丸の内オアゾ（OAZO）丸善3階
日経セミナールーム 

受講料  38,500円（税込み） 

対象者  マネージャー、リーダー、経営幹部、
次世代幹部、部長、課長、事業部長 

レベル  基礎 
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